
省

令

領
事
官
の
徴
収
す
る
手
数
料
の
額
を
定
め
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

別
表
第
一
か
ら
別
表
第
三
ま
で
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

領
事
官
の
徴
収
す
る
手
数
料
の
額
を
定
め
る
省
令
（
昭
和
二
十
七
年
外
務
省
令
第
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

別
表
第
一
中

「

マ ラ ウ イ

ク ワ チ ャ
遺産の額の
２／100

11¶000

5¶800
11¶500
1¶300
5¶800
4¶800

8¶500
2¶300
2¶300
3¶800
8¶500

8¶700
3¶300
4¶800
8¶500
7¶300
1¶700
2¶500
4¶000

」
を

「

マ ラ ウ イ

ク ワ チ ャ
遺産の額の
２／100

18¶400

9¶700
19¶400
2¶300
9¶700
8¶100

14¶200
3¶900
3¶900
6¶500
14¶200

14¶500
5¶500
8¶100
14¶200
12¶300
2¶900
4¶200
6¶800

」
に
改
め
る
。

別
表
第
二
中

「

マ ラ ウ イ

ク ワ チ ャ
1¶600
1¶600
100

」

マ ラ ウ イ

ク ワ チ ャ
2¶700
2¶700
200

に
改
め
る
。

を
「

」

別
表
第
三
中

「

マ ラ ウ イ

ク ワ チ ャ
9¶600
19¶200
9¶600

」
を

「

マ ラ ウ イ

ク ワ チ ャ
16¶100
32¶300
16¶100

」
に
改
め
る
。

平成™›年 月™�日 水曜日 第œŸ š号官 報

附

則

こ
の
政
令
は
、
平
成
二
十
四
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
。

環
境
大
臣

細
野

志

内
閣
総
理
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

岡
田

克
也

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

公
共
用
飛
行
場
周
辺
に
お
け
る
航
空
機
騒
音
に
よ
る
障

害
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る

政
令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

平
成
二
十
四
年
九
月
二
十
六
日

内
閣
総
理
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

岡
田

克
也

政
令
第
二
百
五
十
二
号

公
共
用
飛
行
場
周
辺
に
お
け
る
航
空
機
騒
音
に
よ

る
障
害
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部

を
改
正
す
る
政
令

内
閣
は
、
公
共
用
飛
行
場
周
辺
に
お
け
る
航
空
機
騒
音

に
よ
る
障
害
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
二
年

法
律
第
百
十
号
）
第
八
条
の
二
、
第
九
条
第
一
項
及
び
第

九
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定

す
る
。

公
共
用
飛
行
場
周
辺
に
お
け
る
航
空
機
騒
音
に
よ
る
障

害
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和
四
十
二
年
政

令
第
二
百
八
十
四
号
）の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
六
条
中
「
航
空
機
の
離
陸
又
は
着
陸
に
伴
う
」を「
時

間
帯
補
正
等
価
騒
音
レ
ベ
ル
（
当
該
飛
行
場
に
お
い
て
離

陸
し
、
又
は
着
陸
す
る
航
空
機
に
よ
る
」
に
、「
時
刻
等
」

を
「
時
間
帯
そ
の
他
の
事
項
」
に
、「
値
が
」
を
「
値
を
い

う
。）が
」
に
改
め
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
政
令
は
、
平
成
二
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行

す
る
。

（
環
境
影
響
評
価
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

２

環
境
影
響
評
価
法
施
行
令
（
平
成
九
年
政
令
第
三
百

四
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
三
の
十
の
項
中
「
の
値
が
七
十
五
」
を
「
に

規
定
す
る
時
間
帯
補
正
等
価
騒
音
レ
ベ
ル
が
環
境
省
令

で
定
め
る
値
」
に
改
め
、「
い
う
」
の
下
に
「
。
以
下
同

じ
」
を
加
え
、「
当
該
区
域
」
を
「
飛
行
場
周
辺
区
域
」

に
改
め
る
。

国
土
交
通
大
臣

羽
田
雄
一
郎

環
境
大
臣

細
野

志

内
閣
総
理
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

岡
田

克
也

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

特
定
空
港
周
辺
航
空
機
騒
音
対
策
特
別
措
置
法
施
行
令

の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

平
成
二
十
四
年
九
月
二
十
六
日

内
閣
総
理
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

岡
田

克
也

政
令
第
二
百
五
十
三
号

特
定
空
港
周
辺
航
空
機
騒
音
対
策
特
別
措
置
法
施

行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

内
閣
は
、
特
定
空
港
周
辺
航
空
機
騒
音
対
策
特
別
措
置

法
（
昭
和
五
十
三
年
法
律
第
二
十
六
号
）
第
二
条
第
二
項

及
び
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制

定
す
る
。

特
定
空
港
周
辺
航
空
機
騒
音
対
策
特
別
措
置
法
施
行
令

（
昭
和
五
十
三
年
政
令
第
三
百
五
十
五
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
中
「
航
空
機
騒
音
影
響
度
レ
ベ
ル
」
を
「
時
間

帯
補
正
等
価
騒
音
レ
ベ
ル
」
に
、「
航
空
機
の
離
陸
又
は
着

陸
に
伴
う
」
を
「
当
該
特
定
空
港
に
お
い
て
離
陸
し
、
又

は
着
陸
す
る
航
空
機
に
よ
る
」
に
、「
時
刻
等
」
を
「
時
間

帯
そ
の
他
の
事
項
」
に
、「
が
五
」
を
「
が
四
デ
シ
ベ
ル
」

に
改
め
る
。

第
三
条
第
一
項
第
一
号
中
「
航
空
機
騒
音
影
響
度
レ
ベ

ル
」
を
「
時
間
帯
補
正
等
価
騒
音
レ
ベ
ル
」に
、「
七
十
五
」

を
「
六
十
二
デ
シ
ベ
ル
」
に
、「
八
十
」
を
「
六
十
六
デ
シ

ベ
ル
」
に
改
め
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
政
令
は
、
平
成
二
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行

す
る
。

（
経
過
措
置
）

２

こ
の
政
令
の
施
行
の
日
（
以
下「
施
行
日
」と
い
う
。）

以
後
に
行
う
特
定
空
港
周
辺
航
空
機
騒
音
対
策
特
別
措

置
法
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。）第
二
条
第
三
項
の
規
定

に
よ
る
調
査
の
時
点
以
前
の
直
近
に
同
条
第
二
項
の
規

定
に
よ
り
特
定
空
港
の
設
置
者
が
当
該
特
定
空
港
の
周

辺
で
航
空
機
の
著
し
い
騒
音
が
及
ぶ
こ
と
と
な
る
地
域

に
お
け
る
航
空
機
の
騒
音
の
程
度
を
当
該
都
道
府
県
知

事
に
示
し
た
時
点
が
施
行
日
前
で
あ
る
場
合
に
は
、
同

項
の
規
定
に
よ
り
当
該
時
点
に
お
い
て
当
該
都
道
府
県

知
事
に
示
し
た
事
項
の
う
ち
当
該
地
域
内
の
調
査
地
点

に
お
け
る
こ
の
政
令
に
よ
る
改
正
前
の
特
定
空
港
周
辺

航
空
機
騒
音
対
策
特
別
措
置
法
施
行
令
第
二
条
に
規
定

す
る
航
空
機
騒
音
影
響
度
レ
ベ
ル
に
応
じ
て
国
土
交
通

省
令
で
定
め
る
値
を
、
当
該
事
項
の
う
ち
当
該
調
査
地

点
に
お
け
る
こ
の
政
令
に
よ
る
改
正
後
の
特
定
空
港
周

辺
航
空
機
騒
音
対
策
特
別
措
置
法
施
行
令
（
以
下
「
新

令
」
と
い
う
。）第
二
条
に
規
定
す
る
時
間
帯
補
正
等
価

騒
音
レ
ベ
ル
と
み
な
し
て
、同
条
の
規
定
を
適
用
す
る
。

３

施
行
日
以
後
初
め
て
法
第
二
条
第
二
項
後
段
の
規
定

に
よ
り
特
定
空
港
の
設
置
者
が
当
該
特
定
空
港
の
周
辺

で
航
空
機
の
著
し
い
騒
音
が
及
ぶ
こ
と
と
な
る
地
域
に

お
け
る
航
空
機
の
騒
音
の
程
度
を
当
該
都
道
府
県
知
事

に
示
す
ま
で
の
間
に
お
い
て
航
空
機
騒
音
対
策
基
本
方

針
を
変
更
す
る
場
合
に
お
け
る
航
空
機
騒
音
障
害
防
止

地
区
と
す
べ
き
地
域
及
び
航
空
機
騒
音
障
害
防
止
特
別

地
区
と
す
べ
き
地
域
を
定
め
る
基
準
に
つ
い
て
は
、
新

令
第
三
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な

お
従
前
の
例
に
よ
る
。国

土
交
通
大
臣

羽
田
雄
一
郎

内
閣
総
理
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

岡
田

克
也

〇
外
務
省
令
第
十
六
号

領
事
官
の
徴
収
す
る
手
数
料
に
関
す
る
政
令
（
昭
和
二
十
七
年
政
令
第
七
十
四
号
）
第
一
条
第
一
項
及
び
第
四
項
の

規
定
に
基
づ
き
、領
事
官
の
徴
収
す
る
手
数
料
の
額
を
定
め
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
四
年
九
月
二
十
六
日

外
務
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

藤
村

修

附

則

１

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
四
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
領
事
官
の
徴
収
す
る
手
数
料
の
額
を
定
め
る
省
令
の
規
定
は
、
こ
の
省
令
の
施
行
の

日
以
後
に
領
事
官
の
徴
収
す
る
手
数
料
に
関
す
る
政
令
（
昭
和
二
十
七
年
政
令
第
七
十
四
号
）
第
一
条
第
一
項
各
号

（
第
一
号
を
除
く
。）に
掲
げ
る
処
分
又
は
事
務
の
処
理
の
申
請
を
す
る
者
に
係
る
手
数
料
に
つ
い
て
適
用
し
、
同
日

前
に
こ
れ
ら
の
処
分
又
は
事
務
の
処
理
の
申
請
を
し
た
者
に
係
る
手
数
料
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。
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